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１２月２２日（金）は、人権に関するビデオを２０分程
度視聴した後、ささやかな「クリスマスプレゼント抽選
会」を行う予定です。１２月は３５食限定です。皆さまの
お越しをお待ちしております。 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

４日 (月) １３時３０分～ 

★瀬戸会館年末大掃除  

１０日（日） １０時～１１時３０分 

★移動図書館青い鳥号  

１３日・２７日（水）１４時～１４時４０分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

 １３日（水） １０時～ 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

2023(令和５)年 

★人権･同和教育関係行事 

★ふれあいフェスタ～ハート FULL新居浜～ 

１６日（土） １３時３０分～１５時３０分 

（新居浜市市民文化センター） 

 

 

 

 

       
 

 

 

 

 

 

先月に引き続き、今月も老子についてご紹介します。「上善は水の如し」、四字熟語では「上善若

水」。「老子」の八章にある有名な言葉です。その本文をたどってみると、次のようになっています。 

「上善
じょうぜん

は水
みず

の若
ごと

し。水
みず

は善
よ

く万物
ばんぶつ

を利
り

して争
あらそ

わず。衆人
しゅうじん

の悪
にく

む所
ところ

に処
お

る。」 

やや難解ですが、「最高の善は水のようなものでなければならない。水は万物を助け育てて、

自己を主張せず、だれもが嫌うような低い方へと流れて、そこにおさまる」という意味で、老子

によれば、もっとも良いとされる人生の生き方をあらわした言葉です。 

 水には学ぶに足る３つの特徴があります。第一に水は極めて柔軟な在り方を持っています。四

角い器に入れれば四角い形になれるし、丸い器に入れれば丸い形になれます。これは所属する組

織や時代や状況に応じて柔軟に自分の在り方を変えて歩んでいきなさいということでしょう。 

 第二に、低いところに身を置くことは誰でも嫌がることですが、水は人の嫌がる低いところへ低

いところへ流れていくように、すこぶる謙虚であるというのです。水は、いろいろなものに利益と

恩恵を与えています。この自然の中で、水なくして生きているものは一つもありません。それほど

偉大な存在でありながら、自分の能力や地位を誇示しようとしない在り方が大切だということです。 

 第三に、水はものすごいエネルギーを秘めています。急流ともなれば、固い岩石をも打ち砕いて

しまいます。この水のように、長い人生という流れの中で、様々な場所や機会を得たら、そこで必

要な力や能力を養いながら問題を乗り越えていくエネルギーを貯めていきなさいと教えているの

でしょう。 

 このように水は、柔軟、謙虚、秘めたエネルギーの三つの特徴を持っています。人間もこの特徴

を身に付けることが出来れば、理想の生き方に近づけるのだと教えてくれています。私も、水のよ

うに決して目立つことなく、社会の一員としてわずかでも貢献することができる、そして、自らも

楽しさと喜びを求めて、時代の変化に謙虚さと柔軟さを持って生きていきたいと思っています。 

   ふれ愛フェスタ～ハート FULL新居浜～ 

ぜひ、ご参加ください。 

★ゆめ喫茶（１００円モーニング）＆抽選会       

２２日 (金) １０時～  

 

 

 

 

  

 

今年はキャンドルとコラボして「クリスマスキャンドルアレンジ」体験を 

実施します。参加を希望される方は、瀬戸会館までお申し込みください。 

日時：12月７日（木曜日） １０時～12時  場所：瀬戸会館 AB室    

定員：２０名程度  参加費：2800円（材料代）   講師：創作地区内 Racine 和田 恭子さん   

用意するもの：生け花用ハサミ・ナイロン袋  ※ナイロン袋は、直径２５ｃｍのリースが入る大きさ 

 

 

日時：１２月１０日（日） １０時～１１時３０分（予定） 

場所：瀬戸会館 

ご参加・ご協力いただく皆さま宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

１１月１３日（月）～１１月１８日（土）瀬戸会館にて開催 

詳細はこちら↓ 

オカリナ フラダンス 詩吟 作品展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3
健康体操 游書道
ピンポン スクエアダンス
フラダンス

4 5 6 7 8 9 10

楠木クラブ えんとつ山 水美会 ３Ｂ体操 健康体操 瀬戸児童館

ピアノクラブ ハンドメイド オカリナ どんぐり ピンポン ポーセラーツ  

すみれ 詩吟 楠木クラブ XmasリースWS フラダンス スクエアダンス

ピンポン つまみ細工 空手 紙バンド エストレージャ てんこく

べっぴんさん フラダンス レインボーA

E Dance school レインボーB エストレージャ
fun 書神会 よさこい

ＴＤＳ
ZUMBA

11 12 13 14 15 16 17
楠木クラブ えんとつ山 水美会 どんぐり 健康体操 料理教室
ピアノクラブ ハンドメイド ピラティス レインボーA ピンポン 游書道

ピンポン 詩吟 ポーセラーツ 紙バンド フラダンス

べっぴんさん つまみ細工 オカリナクラブ エストレージャ エストレージャ
E Dance school フラダンス 空手 よさこい
fun 書神会

ＴＤＳ
ZUMBA

18 19 20 21 22 23 24
楠木クラブ えんとつ山 水美会 ３Ｂ体操 健康体操 てんこく

ピアノクラブ つまみ細工 オカリナ どんぐり ピンポン ポーセラーツ

すみれ 詩吟 楠木クラブ 紙バンド フラダンス

ピンポン フラダンス 空手 レインボーA エストレージャ

べっぴんさん レインボーB エストレージャ

E Dance school 書神会 よさこい
fun ＴＤＳ

ZUMBA 

25 26 27 28 29 30 31
楠木クラブ えんとつ山 水美会 オカリナ小組
ピアノクラブ ハンドメイド 楠木クラブ エストレージャ

ピンポン 詩吟 空手 よさこい

べっぴんさん フラダンス

E Dance school 書神会 赤色:午前

fun ＴＤＳ 青色:午後

ZUMBA 黒色:夜間

 

 

 

 

11月の人権のつどい日は、新居浜市人権啓発指導員の鴻上基志さんに 

「あなたは『山の粥』をふるまいますか？-新しい動画資料の提案-」の演題で 

講演していただきました。 

学校教育や社会教育の場で、よく使用されている資料「山の粥」は、作家で 

あり、ルポライターである川元祥一さんが文を、絵本作家であり、イラストレータ 

ーである井上洋介さんが絵をかかれた作品です。解放出版社から、１９９０年に 

発行されました。1972年に、当時の兵庫県同和教育研究協議会から発行され 

た「わが部落の歴史-粂五郎の一生-」に記されている史実をヒントに、川元さん 

が作られたフィクションです。 

 当時、身分上、厳しく差別されていた人たちの生き方、優れた技術や文化を学 

ぶ上で、すばらしい作品ですが、歴史研究が進む中、文中の表現に、史実とは異なる部分があることが問題視

されるようになりました。そこで、表現上の問題などを解決し、さらには、遠い過去の話ではなく、今の自分た

ちの生き方にも、つながる話として動画「あなたは山の粥をふるまいますか？」を制作しました。（紙資料もあ

ります） 

川元さんからは「著作権等については、部落差別問題の解決に活用される以上、自由に使ってください。」、

解放出版社からは「川元さんが許可した以上、許諾申請の必要はありません。」とのご回答をいただいていま

す。つまり、著作権フリーの資料ということです。資料は「第１章 平介と山の粥」「第２章 私と山の粥」という２

部構成となっています。 

第１章は、飢餓に苦しむ百姓たちに、知識と技術のある平介の村だからこそできた栄養満点の特製スープ

「山の粥」をふるまう物語を、クラスの児童に担任が読み聞かせ、そのあと「あなたが平介の村の人たちと同

じ立場なら、山の粥をふるまいますか？」と、問いかける内容となっています。 

第２章は、先生の問いかけに対し、それぞれの児童の発言や、後に語られた先生の思いに向き合うことによ

り、ある児童が自分の生き方を見つめ直す内容となっています。 

川元さんは「なぜ、平介の村の人たちは、山の粥をふるまえたと思いますか？」という私の問いかけに、「昔

から命を救ってきた『誇り』と『自信』があったからです」と、答えてくださいました。とても大切なキーワードだ

と思いました。この２つのキーワードと共に、私の思いである「受け継がれてきた『生き方』」を、先生の語りの

中に入れました。 

人権・同和教育の目的は、みんなが幸せに暮らせる社会の実現の壁となる差別をなくすことです。ただ、私

はもうひとつ目的があると思っています。それは、これまでの自分の生き方に向き合い、考え、これからの生き

方を見つけていくことです。指導者や啓発者が、この２つの目的を達成できるのであれば、それを続けること

に何の問題もありません。ただ、そこに閉塞感を感じるのであれば、自分を変える必要があります。今回の資

料は、話合いを柱とした活動で構成しています。それは、一つのやり方でしかありません。もっとご自身に合っ

たやり方、あるいは自分にしかできないやり方を、「自分らしさ」を大切にしながら、自分を信じ模索していく。

そんな発想の転換の機会となれば、幸いです。 

「かたやぶり」もよいですが、「かたなし」は、もっと大きな可能性を見つけられると、私は思っています。 

 

 

 

※１１月２３日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①今月のゆめ喫茶（100円モーニング）は、１２月２２日（金）に開催します。 

②瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

 


